デジタルプラクティス投稿者チェックリスト
　デジタルプラクティス論文を投稿いただく際に、下記のチェックリストをチェックし、原稿と合わせて提出してください。このチェックリストは査読の参考にさせていただきます．
　
　デジタルプラクティス論文の狙いと目的　– チェック前にご一読願います

デジタルプラクティス論文は、本学会が扱う情報処理技術分野並びにその周辺分野において蓄積されている様々な実践の中から、得られた経験やそこから導かれる知見を記録として論文の形で整理していただき、当該分野の実務家や研究者の方々と広く共有することを目的としています。

このため、デジタルプラクティスの審査のポイントは下記のとおりとなっています。

・社会的有用性の観点から十分な ≪ プラクティス ≫ が含まれているか。
　　　・プラクティスとは実践の過程から得られた経験やそこから導かれる知見であり、

　　　　本学会が扱う分野・領域に携わる技術者、研究者などの参考となる情報である。

・独創性は重視するが、実践中心の社会的有用性があれば、技術的な新規性は重視しない。

　　　・論文としての体裁が稚拙であっても、プラクティスが評価に足るものであれば積極的に
評価する。

以下、該当箇所をチェックしてください。

	氏名
	＊＊＊＊＊

	論文投稿日
	YYYY/MM/DD

	投稿論文名
	

	論文のキーワード

（3つ程度、自由記述）
	

	論文投稿のきっかけを教えてください
	（例：上司からの紹介/知人からの紹介/会誌に同封されたDPを読んで/など）


	1. 投稿論文に記載したプラクティスについて

· 論文には「情報処理技術の実践*1」が記載されているか

記載されている章節項　[               ]

情報処理技術の実践の概要を簡潔に要約してください　  


· 論文には読者に有用なプラクティス*2（知識、経験、知見など）が記載されているか

記載されている章節項　[               ]

プラクティスの概要を簡潔に要約してください

２．　論文の記述についての確認

· 論文で紹介した事例やデータは具体的に記載されているか

記載されている章節項　[               ]

事例・データの概要について簡潔に要約してください　  


　　論文の構成や表現について

· 論文構成（章、節、項）は明確に読みとれるか。
· 各パラグラフのつながりは明確になっているか。

· 文章は簡潔で、読み手が確実に理解できるか。

· 文章は主語、述語が明確になっていて、曖昧さを含まないか。

· 内容理解のために必要な図表が記載され、適切に参照されているか。

· 数字、テクニカルタームのスペルミス、文献記載の不備などの誤りはないか。

· 図表、文章などについて、第3者からの情報を引用する場合、知的財産権の確認をしたか

*1：「情報処理学会デジタルプラクティス」創刊に当たって
http://www.ipsj.or.jp/dp/info/foreword.html
*2：プラクティス論文のプラクティスについて
　　http://www.ipsj.or.jp/dp/submit/dp-kijun.html

























